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中野区
議会議員

　

中
野
区
議
会
民
主
党
議
員
団
か
ら
の
予

算
要
望
は
以
下
に
な
り
ま
す
。

平
成
26
年
度
中
野
区
予
算
要
望

　

景
気
は
回
復
基
調
に
あ
る
と
い
わ
れ
て

ま
す
が
、
現
場
で
は
未
だ
実
感
す
る
事
が

中
々
出
来
な
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。
先
行

き
は
不
透
明
な
中
、
来
年
４
月
の
消
費
税

増
税
に
よ
る
住
民
へ
の
影
響
は
、
大
変
に

大
き
な
モ
ノ
で
あ
る
こ
と
は
容
易
に
予
想

さ
れ
ま
す
。

　

少
子
高
齢
社
会
の
今
、
自
治
体
間
に
も

競
争
の
時
代
が
や
っ
て
来
ま
す
。
引
き
続

き
、
区
民
と
の
信
頼
関
係
を
深
め
、
区
民

が
中
野
を
愛
し
、
住
ん
で
良
か
っ
た
と
誇

れ
る
よ
う
な
自
治
体
づ
く
り
を
進
め
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
中
野
区
が
選
ば
れ
る

自
治
体
と
な
る
こ
と
に
よ
り
、
勤
労
納
税

世
代
の
定
住
が
進
み
、
安
定
的
な
歳
入
確

保
に
も
繋
が
り
ま
す
。

　

数
多
く
の
区
有
施
設
が
老
朽
化
し
、
更

新
の
時
期
を
間
も
な
く
迎
え
よ
う
と
し
て

い
る
中
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
全
体
の
あ
り
方

を
総
点
検
し
、
持
続
可
能
な
区
政
運
営
を

行
え
る
基
盤
を
構
築
す
る
よ
う
求
め
ま

す
。

　

こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
中
野
区
議
会
民

主
党
議
員
団
は
、
下
記
の
事
項
に
つ
い
て

平
成
26
年
度
予
算
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
要

望
し
ま
す
。

１
．
公
正
・
公
平
な
中
野
を
目
指
し
て

●
住
民
税
、国
民
健
康
保
険
料
を
は
じ
め
、

区
が
徴
収
す
べ
き
す
べ
て
の
区
債
権
の
収

入
率
向
上
の
取
組
を
行
う
こ
と

　

差
押
を
基
本
と
し
た
滞
納
対
策　

滞
納

処
理
状
況
の
一
層
の
公
開

●
事
業
評
価
手
法
の
改
善
に
よ
り
、
ム
ダ

づ
か
い
を
な
く
す
こ
と

　

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
フ
ル
コ
ス
ト
計
算
に

よ
る
事
務
事
業
診
断

　

委
託
事
業
全
般
の
コ
ス
ト
と
効
果
の
検

証
と
公
開

●
本
当
の
弱
者
を
救
う
仕
組
み
づ
く
り
を

す
る
こ
と

働
け
る
世
代
へ
の
就
労
支
援

　

生
活
保
護
の
不
正
受
給
根
絶
と
医
療
扶

助
の
チ
ェ
ッ
ク
の
徹
底

●
良
質
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

　
「
公
共
サ
ー
ビ
ス
基
本
法
」
を
踏
ま
え
、

契
約
す
る
民
間
企
業
・
団
体
の
労
働
条
件

の
調
査

　

上
記
の
調
査
か
ら
、
適
正
な
労
働
条
件

確
保
の
た
め
、「
公
契
約
条
例
」
の
制
定

●
透
明
性
の
あ
る
持
続
可
能
な
区
政
運
営

を
行
う
こ
と

予
算
編
成
過
程
の
透
明
化

区
役
所
移
転
計
画
・
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
計
画
の
早
期
策
定

●
歳
入
確
保
へ
の
取
り
組
み

特
定
財
源
確
保
の
努
力

具
体
的
に
は
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付

金
・
ｔ
ｏ
ｔ
ｏ
サ
ッ
カ
ー
く
じ
助
成
金
の

積
極
活
用
等

２
． 

子
ど
も
を
産
み
育
て
た
い
中
野
を
目

指
し
て

●
保
育
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

認
可
・
認
証
保
育
園
誘
致
等
、
家
庭
福
祉

員
の
増
員
に
よ
る
待
機
児
の
解
消

延
長
、
休
日
保
育
等
に
よ
る
多
種
多
様
な

保
育
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応

保
育
士
確
保
へ
の
支
援

●
幼
児
教
育
の
充
実
を
図
る
こ
と

私
立
幼
稚
園
入
園
料
保
護
者
補
助
金
の
増
額

私
立
幼
稚
園
就
園
奨
励
補
助
金
の
継
続

私
立
幼
稚
園
防
災
用
品
緊
急
整
備
費
の
補
助

●
魅
力
あ
る
公
立
小
・
中
学
校
を
創
出
す

る
こ
と

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
が
育
成
で
き
る
よ
う

な
環
境
整
備
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興

子
ど
も
た
ち
の
個
性
を
伸
ば
す
教
育
の
充
実

中
学
校
部
活
外
部
指
導
員
、
謝
礼
金
の
大

幅
増
額

中
学
２
年
生
の
宿
泊
行
事
の
復
活

特
別
教
室
の
冷
房
化

い
じ
め
・
体
罰
へ
の
対
応
強
化

●
地
域
力
を
活
か
し
た
子
育
て
支
援
を
充

実
さ
せ
る
こ
と

乳
幼
児
親
子
の
地
域
で
の
居
場
所
の
確
保

●
学
校
給
食
食
材
の
放
射
能
測
定
を
お
こ

な
う
こ
と

３
． 

安
全
・
安
心
の
中
野
を
目
指
し
て

●
自
然
災
害
に
負
け
な
い
ま
ち
づ
く
り

と
、
い
ざ
と
い
う
時
の
対
策
を
確
立
す
る

こ
と

密
集
状
態
の
解
消
、
生
活
道
路
の
整
備
、

オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
の
確
保

帰
宅
困
難
者
支
援
対
策

災
害
協
定
締
結
団
体
と
の
訓
練
の
実
施

災
害
時
外
国
人
へ
の
情
報
提
供
体
制
の
整
備

学
校
現
場
で
の
防
災
教
育
の
充
実

災
害
時
要
援
護
者
名
簿
と
地
域
支
え
あ
い

見
守
り
対
象
者
名
簿
の
整
理

●
警
察
・
消
防
・
地
域
と
の
連
携
に
よ
る

防
犯
、
防
災
対
策
の
充
実
を
図
る
こ
と

地
域
防
犯
・
防
災
組
織
へ
の
支
援

青
色
パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー
の
民
間
委
託
化

４
． 

住
ん
で
よ
か
っ
た
と
思
え
る
中
野
を

目
指
し
て

●
働
き
ざ
か
り
世
代
が
満
足
で
き
る
取
組

を
進
め
る
こ
と

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
充
実
、
妙
正
寺
公
園
運

動
広
場
の
整
備
促
進

図
書
館
の
蔵
書
の
充
実
、
学
校
図
書
館
の

地
域
開
放

●
地
域
や
住
民
自
身
の
活
動
を
支
援
す
る

こ
と

改
正NPO

法
に
対
応
し
た
、
新
寄
付
税

制
へ
の
条
例
改
正

区
民
活
動
セ
ン
タ
ー
の
職
員
体
制
の
見
直

し　

１
・
８
名
⇒
２
名
へ

●
C
O
2
削
減
で
深
呼
吸
の
で
き
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
こ
と

省
エ
ネ
機
器
の
区
施
設
へ
の
導
入
家
庭
で

の
省
エ
ネ
機
器
購
入
補
助

廃
棄
物
収
集
指
導
班
の
人
員
確
保

●
国
際
交
流
の
推
進

幅
広
い
海
外
自
治
体
と
の
交
流
と
民
間
交

流
の
支
援

●
が
ん
対
策

子
宮
頸
が
ん
検
診
の
細
胞
診
とH

PV

検

査
の
併
用
検
診
の
実
施

子
宮
頸
が
ん
検
診
無
料
対
象
者
へ
の
検
診

の
継
続

が
ん
検
診
の
受
診
対
象
者
全
員
の
受
診
券

の
送
付

●
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
正
し
い
知
識
の
普
及

と
相
談
機
関
の
周
知

●
住
民
理
解
の
も
と
で
の
東
中
野
小
学
校

跡
地
の
早
期
整
備

平
成
26
年
度
予
算
要
望
を
し
ま
し
た
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1981年 9月2日生まれ　東京都中野区出身／東京文化小学校、東京文化中学校卒業／米国アニーライトスクール高
等部卒業／米国クレアモント・ピッツァーカレッジ卒業／在学中、北京大学医学部へ短期留学／約4年間、民間企業
に勤務／民主党衆議院議員手塚よしお秘書、参議院議員蓮舫秘書として経験を積み、2011年4月中野区議会議員
選挙で1530票をいただき初当選／役職：厚生委員会・地域支えあい推進特別委員会副委員長

中村延子
なかむら のぶ こ

略歴

趣味 ●音楽、料理、旅行、フラワーアレンジメント●おとめ座／B型／酉年

会派視察に行ってきました 伊豆大島へ行ってきました　

「教育長の同意案件について」

　１０月２９日および３０日、金沢市と福井市へ会派
視察に行ってきました。
　金沢市では金沢市教育プラザ内子ども総合相談セン
ターにて、金沢市児童相談所の移管についてお話を伺
い、その後センター内を見学させていただきました。
２３区でも都から移管する議論がある中、所長さんが
バイタリティー溢れる方で、とても有意義な視察にな
りました。
　福井市では、「福
井市行財政改革指
針について」と「地
縁団体の法人化に
ついて」お話をう
かがいました。

　１１月１７日から１８日にかけ、台風２６号の甚大
な被害にあった大島へ視察およびボランティア活動へ
行ってきました。１７日の２２時に竹芝を出発し、船
中泊で翌朝６時に現地に到着。すぐに町議の方やボラ
ンティアで現地に入っていらっしゃる JC の方からお
話を聞きながら被害にあった地域を視察致しました。
８時３０分にはボ
ランティアセン
ターに移動し午前
中は家屋の泥かき
作業のボランティ
ア。お昼を食べた
あとは、大島町長
と面会、その後か
ろうじて土砂災害
を免れた東京電力
の発電所にも伺い
ました。

　１１月２２日からスタートした中野区議会平成２５年第４回定例会は１２月５日に閉会をいたしました。最終日に
は、議会の同意案件として教育長の再任が議題に供されました。
　自治体の教育行政のトップである教育長は区長が任命し議会が同意して決定されます。最終日の本会議で現教育長
が議会の賛成多数の同意を得て再任されました。反対は私たち民主党（４名）、共産党（６名）、と無所属５名の計１５名。
　基本的に人事はよほどの事がない限り、同意をしています。ただ、現教育長は「不正打刻事件」の当事者。病気で
長期無断欠勤していた幹部職員のタイムカードをあたかも出勤していたように見せかけるために 1 か月半本人に代
わり打刻し続け、給与を区に支払わせていたという事件です。裁判にもなり、区は敗訴しています。
　子どもたちに社会の秩序や規範を教えなければならない教育行政のトップにこの方を区長が任命することに疑問を
抱きますし、真面目に働いている職員の方々の士気も下がります。前回の議決からよほどの功績を残されていれば別
ですが、議会が給食食材の放射能測定を求める陳情を全会一致で可決したにも関わらず、いまだ行われていない事な
どを踏まえ、同意は出来ないと判断いたしました。


